
主
体
と
し
た
株
式
会
社
エ
ム
ズ

摩
耶
商
事
株
式
会
社
（
五
代

ｊ
…
‐
．
ｉ
・
…
‐
：
：
１
；
も
の
で
、
今
後
こ
の
新
し
い
設

唾
奇
癖
峠
砂
錨
俸
塞
嘩
癖
鋤
鐸
鋤
確
認
咋
雄
崎
恭
卿
症
顎
帳
準

長
に
就
任
す
る
。

”
鑑
垂
職
掌
調
羅
戦
喋
咋
：

乾
豊
彦
氏
は
取
締
役
相
談
役

務
取
締
役
、
鯛
年
専
務
取
締
役

舗
が
６
月
９
日
、
オ
ー
プ
ン
す
業
と
し
て
車
輔
関
係
取
扱
い
を

海
岸
通
）
の
新
社
長
に
乾
英
文
ほ
ど
完
成
し
た
。
「
三
井
日
生
害
保
険
代
理
業
、
そ
し
て
最
近

氏
が
内
定
し
た
。
神
戸
ピ
ル
」
と
名
付
け
ら
れ
た
注
目
を
浴
び
て
い
る
モ
ー
タ
ー

英
文
氏
は
、
昭
和
昭
年
生
ま
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
８
階
建
て
ス
ポ
ー
ツ
を
メ
デ
ィ
ア
に
し
た

れ
で
、
甲
南
大
学
経
済
学
部
卒
の
こ
の
ビ
ル
、
１
．
２
階
を
銀
広
告
業
務
を
事
業
内
容
と
し
て

★
乾
汽
船
新
社
長
に
乾
英
文
氏
側
、
旧
所
在
地
へ
の
復
帰
と
な

で
、
父
上
で
も
あ
る
現
会
長
の

に
就
任
し
て
現
在
に
至
る
。

る
運
び
と
な
っ
た
。

胡
年
乾
汽
船
に
移
り
、
妃
年
常

社
内
の
若
返
り
を
図
る
た
め

乾
汽
船
株
式
会
社
（
中
央
区
る
。
一
昨
年
如
月
着
工
、
こ
の

新
店
舗
は
大
丸
神
戸
店
の
浜
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
設
立

大
丸
南
側
に
新
装
開
店

★
三
井
銀
行
が
６
月
９
日
、
★
世
界
の
名
車
を
エ
ム
ズ
で
…

三
井
銀
行
神
戸
支
店
の
新
店
友
和
社
長
）
が
、
新
分
野
の
事

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

乾
入
径
、

氏
業
後
、
行
が
使
用
、
３
階
よ
り
上
は
テ
い
る
。

文
託
年
一
一
一
ナ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

「
変
化
が
激
し
い
世
の
中
だ

謹
井
船
舶
元
の
ビ
ル
の
老
朽
化
に
伴
う
か
ら
、
時
代
に
あ
っ
た
事
業
展

毒
‐
詞
ざ
し
て
」
そ
ん
な
願
い
を
込
め

義
恋
謂
瑠
鰯
蕊

ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
確
立
を
め

完成予想図

開
を
…
回
五
代
社
長
豊
藍
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
に
つ
い

永
遠
な
れ
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
て
準
露
唾
講
師
に
堺
屋
太
一

－
ッ
（
画
く
胃
﹈
画
豊
ロ
、
旨
○
言
○
門

氏
を
迎
え
て
の
講
演
会
の
ほ
か

の
Ｃ
Ｏ
鼻
巴
″
弱

国
神
戸
市
中
央
区
播
磨
町
拍
番
地
神
戸
朝
か
ら
晩
ま
で
内
容
充
実
し
た

画サウンド＆イベントプランナー．の
六甲音波㈱に入社して２年目。音を扱う
この会社の企画室で現在コピーライター
として活剛。商店街やスーパーなどのお
塞様用の店内放送のＣＭコピーが主な仕

ｌ
エ
ム
ベ
ー
、
ポ
ル
シ
ェ
、
フ
社
団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所

オ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
ジ
ャ
ガ
で
は
、
７
月
肥
日
（
金
）
、
神
戸

Ｉ
等
の
欧
州
車
を
始
め
と
す
る
１
聾
、
、
一
…
Ｌ
Ｉ
ｆ
γ
：
，
。

し
た
。
☆
神
戸
Ｊ
Ｃ
主
催

こ
の
会
社
は
、
ベ
ン
ツ
、
ベ
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
冊

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
北
垣
美
由
紀
さ
ん
（
鯛
）

八
六
甲
音
波
㈱
勤
務
Ｖ

取
引
所
ピ
ル
宮
３
３
２
１
２
９
０
０
予
定
が
組
ま
れ
て
い
る
。

世界の名車がズラリ
売､ ‐ノリ車〆
、の扱もヰ
お販う取柱

輪
大
軍
国
際
会
議
場
で
〃
サ
マ
ー
フ
ォ

ー
ラ
ム
イ
ン
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
稲
″
を

』
仲
喧
開
催
す
る
。

く、勝ち気、そして口が正直なのか仲々
の毒舌家でもある。おとめ座、Ａ型のお
鯉さん。「あと5 k g やせたい」とは賛沢な
悩みか…。中央区在住。

そ

「
神
戸
と
世
界
の
コ
ミ
ュ
ニ

６９１１蕊F葺繍獣悌韓|る景慈
昨年のサマーフォーラム

､ 置､ - ' 化へ
ずづと都情

け位市報の
ま
ち

イ
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話題のひろば

MＩ ＳＥ

上は宮崎市長とグロッソ会長、岸野連合会会長が揃って鏡開き、W e l c o m e k O b e と市長
メッセージ( 右上) 。グロッソ夫妻からガラスのリンゴが( 左下) 。乾杯／とセンター街の面々

■
秋
に
姉
妹
提
携
す
す
め
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

Ｎ
Ｙ
五
番
街
し
」

三
宮
セ
ン
タ
ー
街

春
雨
け
む
る
四
月
十
五
日
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
リ
ン
ゴ
（
ガ
ラ
ス
製
）
を
携
え
て
、

五
番
街
の
グ
ロ
ッ
ソ
会
長
（
髄
歳
）
夫

妻
が
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
や

っ
て
来
た
。

迎
え
た
の
は
、
宮
崎
辰
雄
神
戸
市
長

を
始
め
、
石
野
信
一
神
戸
商
工
会
議
所

会
頭
、
宮
岡
寿
雄
助
役
な
ど
と
、
こ
の

秋
に
姉
妹
提
携
を
す
す
め
て
い
る
三
宮

セ
ン
タ
ー
街
の
岸
野
利
男
連
合
会
々
長

ら
約
百
人
の
神
戸
メ
ン
バ
ー
。

世
界
的
な
Ｎ
Ｙ
五
番
街
は
、
ロ
ン
ド

ン
、
パ
リ
、
ロ
ー
マ
な
ど
と
は
縁
結
び

を
し
て
い
る
が
、
日
本
と
は
初
め
て
と

あ
っ
て
大
乗
気
。
去
年
の
十
一
月
に
幹

部
の
山
田
六
郎
さ
ん
ら
が
渡
米
し
て
こ

の
縁
結
び
が
具
体
化
し
、
今
度
の
会
長

の
来
神
と
な
っ
た
も
の
。
ち
ょ
う
ど
ロ

ン
。
ヤ
ス
対
面
の
頃
と
あ
っ
て
「
神
戸

の
市
民
を
代
表
し
て
、
中
曽
根
首
相
を

迎
え
た
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
以
上
の
歓
迎

を
し
た
い
」
と
市
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

「
ロ
ン
と
ヤ
ス
の
歓
迎
よ
り
以
上
に
暖

た
か
い
歓
迎
を
受
け
た
と
思
う
。
二
十

五
年
前
メ
ー
ル
市
長
は
東
京
都
と
姉
妹

提
携
し
た
が
、
五
番
街
と
の
縁
結
び

は
、
こ
の
リ
ン
ゴ
の
交
流
を
第
一
歩
に

セ
ン
タ
ー
街
と
の
姉
妹
商
店
街
の
友
好

を
深
め
た
い
」
と
グ
ロ
ッ
ソ
会
長
。
会

長
と
市
長
、
連
合
会
長
の
三
人
が
揃
い

の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、
雌
の
酒
ハ
ク
ッ
ル

で
鏡
開
き
を
し
た
。

国
際
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
五
番
街
の
姉
妹
提
携
は
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
セ
ン
タ

ー
街
に
と
っ
て
も
ハ
ッ
ピ
ー
な
ニ
ュ
ー

ス
。
秋
の
調
印
式
に
は
相
互
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
の
開
催
も
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
。

＜Ｉ＞
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淀
川
長
治
先
生

映
画
記
念
碑
に

血
川
喜
多
賞
の
百
万
円
を
寄
贈

本
誌
で
お
な
じ
み
の
映
画
評
論
家
淀

川
長
治
さ
ん
（
両
歳
）
が
、
新
開
地
の

街
づ
く
り
の
た
め
に
新
開
地
商
店
街
連

合
会
の
招
き
で
五
月
十
日
神
戸
東
映
で

八
○
○
人
の
満
員
札
止
め
の
盛
況
の
中

で
講
演
。

「
新
開
地
は
ぼ
く
の
故
郷
」
と
、
当

日
の
講
演
料
五
○
万
円
を
寄
贈
し
た
。

ま
た
、
翌
五
月
十
一
日
午
後
六
時
か

ら
は
〃
神
戸
開
港
加
年
に
メ
リ
ヶ
ン
パ

ー
ク
へ
映
画
の
記
念
碑
を
建
て
る
会
″

の
発
会
式
が
、
ト
ア
。
ロ
ー
ド
の
神
仙

閣
で
名
誉
顧
問
の
淀
川
長
治
さ
ん
を
迎

え
て
行
わ
れ
、
約
五
○
人
が
集
っ
た
。

こ
の
会
の
垢
誉
顧
問
は
、
宮
崎
辰
雄

市
長
と
石
野
信
一
神
戸
商
議
所
会
頭
も

加
わ
っ
て
の
神
戸
三
中
ト
リ
オ
。

そ
し
て
淀
川
長
治
さ
ん
は
、
こ
の
会

へ
、
川
喜
多
賞
で
受
与
さ
れ
た
百
万
円

を
長
島
隆
会
長
に
寄
附
さ
れ
、
会
か
ら

花
束
と
、
元
町
バ
ザ
ー
の
紺
の
ネ
ク
タ

イ
が
お
祝
い
に
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ま
た
ト
ム
。
キ
ャ
ン
テ
ィ
の
榊
晴
夫

さ
ん
が
、
溺
周
年
記
念
の
四
月
二
十
四

日
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ナ
イ
ト
の
売
上
げ
金

十
万
二
千
五
百
円
を
こ
の
会
に
。

映
画
記
念
碑
の
デ
ザ
イ
ン
と
設
計
は

環
境
Ｑ
に
依
頼
し
、
出
席
し
た
山
口
牧

生
、
増
田
正
和
の
両
氏
に
、
六
月
を
メ

ド
に
と
デ
ザ
イ
ン
提
出
を
依
頼
。

一
応
、
目
標
額
一
千
万
円
と
決
め
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。

お
申
込
み
／
個
人
一
口
千
円
以
上
、
法

人
一
口
一
万
円
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

事
務
局
／
月
刊
神
戸
っ
子
内
小
泉
美
喜

子
宛

毎
ｍ
（
弧
）
２
２
４
６

右上／新開地神戸東映前で新開地の商店連合会の人々に囲まれて。左上／神仙閣で淀川さんが長島会長に百万円を映画
記念碑に寄贈。左下／環境Ｑの増田、山口さんと岨田実行委員。右下／トムキャンティ榊さんから長島会長へ寄贈風景

話題のひろぱ
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1１

グー
J へJ へ

i ス杓イトーアビル
Ｉ９ＦＬＡｐｌＥＳ、
ＩＰＤＢＬＩＣ･Ｈｏｕ５Ｅ

国
錐
・
南
宅
道
本
線

Ｕ 建具・家具金物・家庭用品しし

由

三
歳
○
断
２
○
人

カギ屋金物店
？
》
篭
鍾
窒
霊
一
一
″

ﾆ ﾏ ﾛ ●･■

タ
イ
了
古
奉
巽
難
痢
・
合
周
病
河
合
亘
■

ハ
セ
が
ワ
大
恭
‐
シ
画

牢

弐
一
万
知
グ
・
国
。
す
ず
》
い
■

ざ
所
γ
？
ア
ク
セ
サ
リ
－
ｍ
ｍ
一
ヱ
ご
園

ＴＥＬ３３２－２３鯉木の玩具ﾊ恥ズ液一Ｋ
■

レ
デ
》
御
．
ス
ラ
ァ
ッ
言
者
シ
ヨ
諺
○
Ｏ
■

汁
．
禄
イ
ッ
牟
却
‘
ラ
ｉ
ｐ
ｏ
ｚ
Ｃ
■

。
１プ叱
寸
１
．
シ
号
ア
ヱ
ア
。
■

プチシャンソン､ 音楽の家亀くりﾗ ｽ ﾅ ﾂ x 商店手づ

命ＥＴＴＯＩヤ
ザ
ス
海
Ｉ
ツ
■

徒屋１１頁花園
鴬！堀郁子のサロン 行奇

且令
一
穴
町
歎
３
。
。
吋
卜
卵
副
ド
ー
ー
§
欺
罰
別
刷
刈
り
雨
剰
羽
棚
澗

スカイトーアビル３Ｆ
ＴＥＬ３３２－１７５５

■
泉
員
．
内
蕃
河
南
毒
云
社

畿
匡ヨ

詞
）

『
■

『
０

ファミリア

へ
●
・
“

ＬＰＬＰ

F句Ｉ

〃
●び●び

センター街店
ＴＥＬ3 9 1 - 5 5 5 5

■
フ
ァ
ヘ
ミ
リ
マ
，

‐
弱
ん
な
い
板

■
靴
の
モ
リ
タ

風
レ
ス
ト
ラ
ン
ハ
目
辺

■
洋
顔
不
与

戸
。
０

1111

|ヤノズボーツ

舶来室内装飾品・洋家具ｒ

、-－

本店ＴＥＬ3 9 1 - 1 1 2 1
ﾌ ｧ ｲ プT E L 3 3 1 - 4 5 7 8

わ
６： や一〆

軍

１
７２
１

●
●
■
■
Ｐ
》
も

河 南工芸社
ＴＥＬ3 3 1 - 2 9 9 2
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■
ｍ
Ｆ
Ｆ
ヨ

■
零
茶
・
ん
宣
追

■
ソ
一
丁
・
コ
ー
ベ
・
才
，
〒
イ
ォ
・
セ
ン
タ
ー

1０６１

(ifll〔f｢○PWD
ｗｔＪｕＡＵＫＥｃＯ部u v l L A 1 剣』ＯＮD l V n J A m l
l O E R O A D K O B E T E L O 7 ﾛ ｺ ｺ １随蛤

雪
諒
鋤
ク
‘
工
ｍ
ｚ
ｏ
ｍ
・
‐
「
○
ア
ゴ
エ
原

●
唐
木
堪
壇
・
ま
ん
唇
局
倫
‐
■

す
し
・
麺
類
・
鶴
麺
屋
■

ＨＥＡＤＳＨＯＰ･ ＨＥＮＣＥＦＯＲＴＨ
３３１－１６１６

ＣＬＯＴＨｌＮＧＣＯＯＰ３２１－５００６
ＳＯＧＯＰｉｎｋｙ＆Ｄｉａｎｎｅ２３１－８０２０
ＳＯＧＯＶｌＶＡＹＯＵ２３１－８００５
ＳＯＧＯＡＲＢＡＴＡＸ２２１－４０９１
ＳＯＧＯＫＥＮＳＨＯＡＢＥ

2 2 2 - 8 0 6 9
ＫｌＴＡＮＯＫＥＮＳＨＯＡＢＥ

2 4 1 - 0 5 5 0
ＫＩＴＡＮＯＰｉｎｋｙ＆D i a n n e

2 2 2 - 3 5 2 5

スポーツ用品全般 二
亘
一
冒
巨
冒
一
『
一
二
二
一

一
弓
二
三
亘
二
重
二
二
二
巨
一

㈲/ l 歯かﾜ ﾉ 初ﾃ ｰ ﾂ
ＴＥＬ3 3 1 - 0 7 9 7

Ⅲ’‘
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横尾とイツセイの出会い
岡之上美術館
藤本ハルミ<ﾌ ｧ…ｿデザｲ ﾅ ｰ〉

、

１
． ゆファッション・ウォッチング（１）

鰯識

謹繍溌睡

横
尾
忠
則
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ル
ク
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
三

宅
一
生
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
、
西
脇
市
の
岡
之
上

美
術
館
前
の
野
外
で
五
月
五
日
午
後
六
時
か
ら
開
か
れ
ま

し
た
。も

う
十
数
年
も
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
当
時
、
肉
体

の
理
想
美
を
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
立
体
的
に
追
求
す
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
フ
ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
、
布
を
ま
と
う
と
い
う

東
洋
的
な
サ
ン
ク
チ
ュ
ー
ル
を
ひ
っ
さ
げ
て
登
場
し
た
三

宅
一
生
は
世
界
中
に
シ
ョ
ッ
ク
を
あ
た
え
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
殻
前
線
に
い
ま
し
た
。
あ
る
会
合
で
彼
と
食
事
を
共
に

す
る
機
会
を
え
た
時
〃
僕
は
今
、
何
が
流
行
し
て
い
る
か

知
ら
な
い
ん
で
す
。
他
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
ど
ん
な
も
の
を

発
表
し
て
い
る
か
も
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
〃
と
語
っ
た
言

葉
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
に
使
わ
れ
た
横
尾
忠
則
の
プ
リ
ン
ト
は
メ
ル
ヘ

ン
チ
ッ
ク
な
も
の
や
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
風
景
や
動
物
の
模

様
が
多
く
色
彩
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
も
の
で
し
た
。
一
生

は
シ
ル
ク
の
そ
の
軽
や
か
な
布
を
一
枚
仕
立
に
し
、
ま
る

で
お
手
玉
を
作
る
よ
う
に
二
つ
折
り
に
し
て
両
側
を
と

じ
、
片
方
の
上
部
を
明
け
て
そ
こ
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
た

り
、
一
枚
の
大
き
な
黒
い
正
方
形
の
布
に
腕
の
通
る
穴
を

二
つ
あ
け
、
背
中
に
当
る
部
分
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
風
景

の
プ
リ
ン
ト
を
額
縁
に
は
め
込
ま
れ
た
絵
の
よ
う
に
縫
い

つ
け
た
り
、
す
べ
て
が
直
線
裁
ち
に
近
く
、
た
っ
ぷ
り
と

ゆ
る
く
し
、
ま
さ
に
一
生
の
布
を
ま
と
う
と
い
う
変
ら
ぬ

主
張
を
見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
達
は
白
い
素
足
で
タ
イ
ル
の
上
を
飛
ぶ
よ
う
に

走
り
、
布
は
五
月
の
風
を
は
ら
ん
で
棚
引
き
、
ふ
く
ら

み
、
借
景
と
な
る
美
術
館
は
ギ
リ
シ
ャ
風
の
円
柱
の
上
に

三
角
の
屋
根
を
置
い
て
、
ど
こ
の
国
の
建
築
と
も
知
れ

ず
、
緑
に
包
ま
れ
、
た
そ
が
れ
て
ゆ
く
光
の
中
で
三
宅
一

生
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
、
す
き
通
っ
た
ガ
ラ
ス
の

中
の
不
思
議
の
世
界
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ﾒ窮器

三宅一生の右側が筆者、左側
は末次振子さんと柳本薫さん
（レセプション会場で）

匂

横尾忠則、イサムノグチ、三
宅一生氏らが並んで

（会場で）
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望月美佐オリジナルファッション
い持ヨァっかジ佐望すデにる開
るつンツたらナオ月ベル、と ･ か
人てをシフ作ルリ美てにモくれ

☆
望
月
美
佐
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

〃
文
字
を
着
る
“

書
家
の
望
月
美
佐
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
中

か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
あ
て
て
、
文
字
を

あ
し
ら
っ
た
和
服
、
洋
服
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を

集
め
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
フ
ァ
ョ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

中村さんとスタッフ
カ
ン
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、

た
い
わ
ば
理
漆
ｗ
流
行

誹
り
の
古
着
屋
さ
ん

め
朝
宏
之
、
片
山
寿

司
郎
の
二
人
三
脚
に

会
よ
る
経
営
で
何
と

選
い
う
こ
と
の
な
い

魂
男
二
人
組
の
よ
う

、
だ
が
、
二
周
年
記

脆
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に

ス
集
っ
た
総
勢
伽
名

ラ
の
若
者
を
み
る
と

彼
ら
の
若
き
人
脈

の
ほ
ど
が
う
か
が

１
７６
１

た
ち
が
自
分
の
衣
裳
で
壁
場
す
る
。
「
マ
イ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
」
の
披
露
と
い
う
形
で
、
ア
シ
ト
ホ
ー
ム
な

楽
し
い
集
い
に
な
り
そ
り
だ
。

口
日
時
／
６
月
泌
日
（
火
）
昼
の
部
３
時
Ｉ
夜
の

部
６
時
Ｉ
会
場
／
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
ク
ラ
プ

申
込
先
／
鳳
美
社
・
美
佐
の
会
兵
庫
区
氷
室
町
２

１
浬
ｌ
鋤
宙
５
１
１
１
７
０
８
４
会
費
￥
１
０

０
０
０
（
お
食
事
付
）

駕
篭

具
を
使
っ
た
手
描
き
の
作
品
を
集
め
た
西
村
よ
う
展

が
、
４
月
、
日
か
ら
鵡
日
ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
り

☆
ハ
ン
ド
・
メ
イ
ド
・
マ
イ
・
ヨ
ウ

西
村
よ
う
展
、
再
び
登
場

花
、
り
ん
ご
、
草
、
木
、
野
菜
。
ア
ク
リ
ル
絵
の

鍵;識: ;驚鱗鱗韓驚鱗

☆
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
２
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

「
ｚ
①
ぐ
胃
固
目
島
弓
晦
思
①
切
言
ａ
角
唱
㎡
ｚ
時
冨
」

「
終
り
な
き
昨
日
の
夜
を
」
と
題
し
た
、
ノ
ッ
ク

ア
ウ
ト
２
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
４
月
”
日
、

Ｃ
Ｆ
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
開
か
れ
た
。
ノ
ッ
ク
ア
ウ

ト
と
は
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
ｍ
Ｆ
ア
メ
リ
カ
村
の
ア
メ
リ

□

うちわを手に白石さん

西村さんのメルヘンの世界

え
た
。パ

ー
テ
ィ
ー
は
、
夕
方
６
．
．
ｍ
よ
り
始
ま
り
、
オ

ー
ル
ド
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
デ
ィ
ス
コ
タ
イ
ム
、
赤
ペ
ラ
バ
ン
ド
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
、
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ま
で
。
「
最
近
の
若

者
は
昨
日
の
夜
を
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
、
神
戸
で

の
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
ナ
イ
ト
を
少
し
で
も
思
い
出
し
て

も
ら
う
た
め
に
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま
し
た
」

と
言
う
二
人
の
男
は
、
３
年
目
に
意
欲
満
々
。

議
議
》
蕊

か
わ
で
開
か
れ
た
。

ブ
ラ
ウ
ス
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
く
つ
、

鏡
、
傘
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
．
．
．
「
何
に
で
も
か
わ
い
い
絵

を
描
き
た
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
西
村
よ
う
さ
ん
。

今
年
で
２
度
目
の
個
展
だ
が
、
心
暖
ま
る
西
村
さ

ん
の
作
品
の
フ
ァ
ン
は
多
い
。

「
個
展
後
も
、
自
宅
で
楽
し
い
作
品
を
ど
ん
ど
ん

創
り
出
し
て
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
連
絡
し
て
下
さ
い
』

と
よ
う
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

口
問
い
合
わ
せ
先
東
灘
区
鴨
子
ヶ
原
３
丁
目
麺
Ｉ

ｕ
西
村
よ
う
衝
８
４
２
‐
３
０
６
５

☆
季
節
を
彩
る
〃
白
石
弘
子
染
色
教
室
展
″

が
れ
り
あ
馬
亜
乃
の
白
石
弘
子
さ
ん
と
そ
の
お
弟

子
さ
ん
、
肥
名
の
作
品
展
が
４
月
釦
日
か
ら
５
月
４

日
ま
で
謹
廊
蕊
で
開
催
さ
れ
た
。

涼
感
た
っ
ぷ
り
の
う
ち
わ
を
メ
イ
ン
に
、
麻
の
の

れ
ん
、
帯
、
ふ
ろ
し
き
な
ど
に
、
紋
づ
く
し
、
神
戸

づ
く
し
、
グ
ラ
ス
づ
く
し
、
正
月
づ
く
し
な
ど
、
粋
な

趣
向
の
染
め
〃
づ
く
し
″
・
う
ち
わ
の
ス
ペ
イ
ン
づ

鏑 A 鵜蕊腸鮒
クプる手分デん村ヤマ：
だテ唯ｌこをし。泰Ｉネー

く
し
を
出
品
し
た
後
藤
さ
ん
は
、
新
婚
ほ
や
ほ
や
。

ハ
ネ
ム
ー
ン
先
の
ス
ペ
イ
ン
で
の
旅
の
思
い
出
に

と
、
初
め
て
型
を
彫
っ
た
そ
う
だ
。

ど
の
作
品
に
も
、
染
色
独
特
の
味
わ
い
深
い
色
彩

が
溢
れ
、
四
季
の
素
晴
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。

★
レ
ン
タ
ル
ブ
テ
ィ
ッ
ク
別
誠
八
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
Ｖ
、
神
戸
に
登
場

レ
ン
タ
ル
だ
か
ら
、
一
度
着
て
み
た
か
っ
た
服
を

い
つ
で
も
Ｉ
。
す
で
に
全
国
的
に
評
判
で
あ
る
レ
ン

タ
ル
皿
鉱
が
、
神
戸
ト
ア
ロ
ー
ド
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
記
年
度
に
東
京
赤
坂
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が

最
初
で
、
昨
年
か
ら
全
国
各
地
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
を
と
っ
て
い
る
。
従
来
の

貸
衣
装
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
性
に
富
ん
だ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
感
覚
。
「
Ⅷ
％
お
気

に
召
し
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
セ
ン
ス
の
よ
い

神
戸
の
女
性
に
も
充
分
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
商
品

口
入
会
金
５
０
０
０
円
（
永
久
会
員
）
リ
ー
ス
料
／

基
去
街
科
金
（
３
日
間
定
価
の
５
１
釦
％
・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
代
含
）
延
滞
料
金
（
１
月
毎
に
基
去
鈴
科
金
の
ｍ

％
）
／
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
８
－
浬
ト
ア
ロ
ー
ド

シ
ン
チ
ピ
ル
２
Ｆ
露
３
９
１
１
５
６
７
０

ば
か
り
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
に
お
役
に
立
て

鷲

扇
岸
④
男
冒
弓
窪
吻
雷
■
＠
塁
吻
唱
④
胃
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夏
の
ひ
と
と
き
、
自
由
を
拡
大
し
て
く
れ
る
服
。
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一カーから発展した両ドイツのエスカーダ。マテリ

、

極
め
る
時
代
◎
そ
ご
う

ＥＳ つりAil

賛
沢

フランスのオートクチュールのマヌカンであった

マーガレッタ・ライ夫人を中心にニットウエア・メ

博している。

アルを吟味し、洗練された都会的な女性を対象とし
てトータルコーディネイトを展開している。この夏
は、中間色を豊富に使い、醤沢な生地使いで好評を

o E S C A D A K

フランスのオートクチュールのマヌカンであった

マーガレッタ・ライ夫人を中心にニットウエア・メ
ーカーから発展した満ドイツのエスカーダ。マテリ
アルを吟味し、洗練された都会的な女性を対象とし
てトータルコーディネイトを展開している。この夏
は、中間色を豊富に使い、諮沢な生地使いで好評を
博している。

■心ゆたかに■

スポーティブ．
エレガンスの旗手

鎌
西
ド
イ
ツ
坐
ま
れ
の
ユ
ス
カ
ー
ダ
は

日
本
に
進
隅
し
て
ま
だ
八
年
位
だ
が
、

”
ス
ポ
ー
テ
ィ
ブ
・
エ
レ
ガ
ン
ス
〃
を

基
本
と
し
た
個
性
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
動
派
の
女
性
に
人
気
が
高
い
零

御
影
在
住
の
丸
山
さ
ん
は
仏
画
を
専

門
に
描
く
ユ
ニ
ー
ク
な
両
家
で
、
毎
月
仏
像
ス
ケ
ッ
チ
の
た
め
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
を
束
で
ｕ
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
自
然
素
材
を
中

心
に
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
お
酒
落
心
の
あ
る
エ
ス
カ
ー
ダ
が
お
気
に
入
り
。

一
‐
良
い
物
を
長
く
着
た
い
の
で
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ラ
イ
ン
で
し
か
も

お
涌
落
っ
ぽ
い
の
が
好
き
で
す
。
好
み
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、

気
に
入
る
と
何
枚
も
買
っ
た
り
（
笑
三
さ
す
が
お
酒
落
に
年
季
の
入
っ

た
丸
山
さ
ん
は
、
モ
ノ
ト
…
ン
に
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
を
効
か
せ
て
、

ア
ダ
ル
ト
な
エ
ス
カ
ー
ダ
の
許
こ
な
し
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

丸山寿美さん
< 屯姉〉

コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
側

盤
…

劃
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蕊差軽へ」

、

北
野
の
光
の
口
に
矩
や
く

パ
ー
ル
ラ
イ
フ
を
楽
し
む

山
の
緑
、
海
の
青
。
本
当
に
神
戸
は
れ
た
花
が
と
て
も
印
象
的
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
街
。
気
候
が
良
く
な
き
れ
い
な
も
の
は
見
れ
ば
見
る
ほ
ど

っ
て
く
る
と
、
芦
屋
に
居
る
私
も
、
ブ
素
敵
。
、
庇
人
（
朝
比
奈
千
足
氏
）
も
宝

一
ブ
リ
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
て
ら
神
戸
に
石
は
大
好
き
で
私
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

出
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

が
悪
い
と
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
さ
れ
た
り
…
。

演
奏
会
も
終
わ
っ
て
一
段
落
、
今
円
「
最
近
は
、
と
く
に
若
い
人
が
新
し

は
北
野
の
木
下
真
珠
さ
ん
の
素
敵
な
シ
い
感
覚
で
真
珠
を
楽
し
ん
で
、
コ
ン
バ

ョ
ー
ル
ー
ム
を
覗
い
て
み
ま
し
た
。
－
テ
ィ
ブ
ル
パ
ー
ル
を
、
時
に
は
プ
レ

北
野
町
は
最
近
特
に
近
代
的
な
ピ
ル
ス
レ
ッ
ト
と
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
わ
け
た
り

ラ
ッ
シ
ュ
で
街
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
本
当
に
自
由
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
」

き
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
シ
ン
プ
ル
な
と
い
う
山
本
妙
店
長
の
お
話
。
ク
ラ
ス

造
り
の
中
に
、
う
ま
く
曲
線
を
活
か
し
ツ
プ
が
ブ
ロ
ー
チ
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
も

て
ソ
フ
ト
な
ム
ー
ド
が
あ
り
、
北
野
坂
使
え
る
タ
イ
プ
の
も
の
も
人
気
が
あ
る

に
面
し
た
大
き
な
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
飾
ら
そ
う
で
す
。

ノ

神戸の銘品･ 名店

きー
木下真珠

匂

ｲ ﾝ ﾀ ピｭ ｱ ｰ 朝比奈加代
くピアニスト〉

北野坂の角、木下真珠本社をバックに

2§垂･詞哩地
■
》
■
ヂ
ー

ー
勝
一
“
一
喝

’

■

Ｉ
ｈ

中
国
の
方
は
よ
く
金
を
身
に
つ
け
る

と
良
い
と
言
わ
れ
ま
す
し
、
私
も
お
守

り
が
わ
り
に
〃
ク
ク
イ
ポ
“
と
刻
ま
れ

た
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
は
肌

身
離
さ
ず
つ
け
て
い
ま
す
。
演
奏
会
の

時
は
、
や
は
り
は
で
な
も
の
の
方
が
い

い
の
で
、
ゴ
ー
ル
ド
や
、
シ
ル
バ
ー
が

多
く
な
り
ま
す
が
、
お
ば
の
形
見
に
も

ら
っ
た
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
て
、
使
い
や
す

い
の
で
、
ジ
ー
ン
ズ
の
時
に
も
気
軽
に

つ
け
て
い
ま
す
。

木
下
真
珠
さ
ん
は
お
店
の
方
が
デ
ザ

イ
ン
を
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
品
揃
え
に

も
女
性
ら
し
い
セ
ン
ス
が
い
っ
ぱ
い
。

真
珠
の
一
番
の
魅
力
は
自
然
の
も
の

で
あ
る
こ
と
。
門
然
で
あ
る
か
ら
飽
き

な
い
し
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
マ
ッ
チ
す
る

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

ー

一雨ｑ

Ｊ

■

■里一
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パールとブラックオパールを組み合わせたこのネックレスも素敵ですね。朝比奈加代さんと山本妙店長

ｃＰｾodCityKobe
／

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
お
よ
ば
れ
な
ど
、

何
か
改
ま
っ
た
時
に
真
珠
を
、
と
い
う

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
多
様
化

し
て
き
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
中
で
、

自
分
な
り
の
楽
し
み
方
が
出
来
れ
ば
素

敵
だ
と
思
う
し
恥
ど
ん
な
こ
と
に
対
し

て
も
自
然
で
あ
る
こ
と
が
一
番
。
こ
れ

が
今
の
モ
ッ
ト
ー
。
普
段
の
生
活
で
も
、

シ
ン
プ
ル
さ
の
中
で
も
キ
ラ
リ
と
光
る
個

性
あ
る
も
の
を
追
求
し
て
、
大
好
き
な

真
珠
を
楽
し
め
た
ら
最
高
で
す
ね
。

偶
然
に
も
、
山
本
店
長
は
神
戸
女
学

院
の
先
輩
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

神
戸
は
真
珠
の
街
、
９
月
の
バ
ン
コ

ク
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
大
い
に
神
戸

の
真
珠
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
。

■
木
下
真
珠
オ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
１
‐
７
１
７

（
北
野
坂
）

盃
０
７
８
，
２
２
１
，
３
１
７
０

ｍ
Ａ
Ｍ
〜
６
Ｐ
Ｍ
年
中
無
休

、
ショーケースを覗くだけでも楽しくなりま す
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獄織溌溌塁

ノ

／
(妙"ｚａＡＩ"此哩竪αzム

美
と
豊
か
さ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
真
珠
は
今
、
神
戸
か
ら
世
界
へ
…
。

、熟

１

毎
月
鱈
Ｉ

可
啄
Ｐ
浮
瑠
１

妬
哨
唖

';，

竃；
、

世界1 0 ヵ国に商標登録
されています。

ヴニ

で

灘 玄

別
１

国
厩

謡
．
霧
・
山

可
■
■

一
ら
１ 独

Ｆ
＝1.’ ゆ C２４．，fz:JＥｏ－－

ＣＵＬＴＵＲＥＤＰＥＡＲＬＳ

P e a r l s , e t e r n a l l y -

傘山勝頁珠
さんちか店／さんちかローザアベニユーT E L O 7 8 - 3 9 1 - 4 3 2 5 東京／横浜／京都／岡山
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特典……お２人のご宿泊プレゼント、その他

異人館を背に喜びの門出を｜クリスタルチャペルで愛の誓い
人生でもっとも美しい日を、神戸らしい お慶びのスタートは、夏も涼しい六甲オ

ムードあふれるグリーンヒルチャペルで飾 リエンタルホテルでいかがでしょうか。
りませんか。特に７月１日～８月３１日まで いま、まどころのこもったサマーウェディ
のサマーウェディングには多彩な特典をご
用意いたしております。新型サマープラン ングを謝恩をこめてご案内しております。

料金……2 5 名様、３５万円（１名様１４，０００円）でＨＡＰＰＹな旅立ちを。

☆２号館☆中央区加納町2 - 8 - 3 念2 2 2 - 0 9 0 9

グ. ﾘ ｰ ｺ 飢所制 霧霧雲 六甲オリエンタルホテル
壷(078)891-0333

〒6 5 7 - 0 1 神戸市灘区六甲山町西谷山1 8 7 8
、 ノ

戸 １
コ＃

ﾉヮﾉｳﾉｴ陸ﾉﾝどL且ﾂﾉｾﾉｰﾉジ/縛幽ijI~、

教会のあるK O B eの結婚式場で

愛の誓いをワヮヴ
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-,陰Ｆョ

Ｉ

清
雅
な
真
珠
が

私
は
今

一
愛
の
歓
び
を

白
く
輝
や
く

六
月
の
花
嫁

ジ
Ｊ
０
ｌ
心
ノ
・
イ
ノ
フ
イ
ー
ト誘

う
-,陰Ｆョ

我

私
は
今

▲５月１０日芦屋カトリック教会で挙式した
フジタジュリオさんと中尾啓子さん

< 北野クラブでの披露宴

＜順不同＞

! ▲５月１０日芦屋カトリック教会で挙式した
フジタジュリオさんと中尾啓子さん

q 北野クラブでの披露宴

一
誘
一
つ

ジ
Ｊ
１
、
ノ
・
ブ
フ
イ
ト

六
月
の
花
嫁

白
く
輝
や
く

清
雅
な
真
珠
が

一
愛
の
歓
び
を

Ｖ
即
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
ゥ
エ
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ィ
＆
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
八

悪らしに生きる良い家具を．

中央区元町; 画４丁目
（078)3711212

元
町》宅 ＝罫IＣｄＬ

鰭嬢籍ｴ ﾘ ザｽ
中央区三宮町２６４三上ビル

（078)331‐８８９４．４９１う
お貸衣裳７を嫁衣裳サロン

・本店と同じ(;-．
神戸市中央区三富圏

上ピル> －
丁目６．‐４

ＴＥＩ‐〈0 7 8 > 3 3 1 - 3 2 5 8

届
レンタルブティック

ＭＥＭＢＥＲ１ＳＢＯＵＴｌＱＵＥ

巳可ＢＴ:
中央区北長狭通2 - 8 - 1 2 トアロー

（078)３９１５句０
ドシンキビノ１２Ｆ

結納・儀式用品・高級金封

平山商畳
中央区中町迩2 - 1 - 1 6 国鉄神戸駅前

（078)351-1551.1552

慶びの家具

通2-1再１〈078)575-3120㈹
通2-1-2〈078)576-0054㈹

冠｡"&鰹A』Ｐ
ボンヌール写真室

生随神社会館指定

．杉尾友士郎
(078)252-0069

⑬ 白賓堂
２４

６０００

レンタルコスチューム･ ヘァー･ 着付･ 撮影

ｽﾀジｵLル素
国鉄三宮駅山側グリーンシャポビル
(0 7 8 ) 2 4 2 - 2 8 7 1スタジオ24 2 - 2 3 1 0

霞ご猟衣裳
フr ライダルサロン

中' 1 1か締
三宮店･三宮センター街1丁目( 0 7 8 ) 3 3 1 - 5 3 3 3
上沢店･ 上沢通4 丁目バス停西( 0 7 8 ) 5 2 1 - 0 6 8 0

お二人の蓉毎f から新生活までプライダルに関す
るすべてのことをビデオにてご覧いただけますも

，寺ﾐ￥多毛ｸ､，

６１２Ⅱ場聖gjcm
レンタルも可･ 出張

サンプラザ2 F 東京屋内Ｉ '850ノ
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Ｙ
，』鰹

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

旺
盛
な
る
知
性
派

久
野
尚
子
さ
ん
〈
鮒
繍
騨
蝋
〉

～

ヨ
蝕
号
ヨ
ョ
駒
の
一
一
ｍ
号
云
呂
の

一
一
睡
》

『
毎

ｿｿ

澱
雛
羨
塗
舗
装
限
〈
蕊
議
潅
〉
｜

い
が
頼
り
が
い
の
あ
る
人
」
と
評
す
る
。
か
と
言
っ
て
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー

マ
ン
的
く
さ
み
が
な
い
。
向
い
ば
ら
が
好
き
だ
と
言
う
。
華
麗
と
清
楚
、

そ
し
て
知
性
の
あ
い
ま
っ
た
近
代
女
性
で
あ
る
。
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

真
珠
業
界
で
人
望
厚
い
父
上
久
野
義
昭
氏
が

経
営
す
る
新
神
戸
駅
前
の
新
神
戸
ピ
ル
内
で

「
パ
ー
ル
新
神
戸
」
を
マ
ネ
ー
ジ
す
る
明
る
い

活
動
派
美
人
で
あ
る
。
芦
屋
大
学
卒
業
後
、
手

に
職
を
つ
け
る
べ
く
歯
科
医
助
手
の
修
業
も
経

－

１
１
Ｊ

〈
弧
〉

』

Ｆ

毎 , 」

Ｍ
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山
本
路
子
さ
ん
愈
柵
繍
灘
険
燃
勤
溺
〉

軍

神
；
才
媛
；
ん
〈
羽
〉

老
舗
の
中
に
光
る

現
代
的
セ
ン
ス

戸

ヨ
且
⑮
ヨ
ョ
用
一
一
由
号
六
号
、

『ョ

１
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